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衆
議
院
議
員
中
島
政
希
君
提
出
第
七
回
利
根
川
・
江
戸
川
有
識
者
会
議
に
お
け
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
河
川
部
長

の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
中
島
政
希
君
提
出
第
七
回
利
根
川
・
江
戸
川
有
識
者
会
議
に
お
け
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
河
川

部
長
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
本
来
の
設
置
目
的
」
及
び
「
委
員
の
意
見
を
「
聞
く
」
だ
け
の
場
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
く
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
河
川
部
長
の
発
言
」
が
第
七
回
利
根
川
・
江
戸
川
有
識

者
会
議
に
お
け
る
同
部
長
の
ど
の
発
言
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
利
根
川
・
江
戸
川
有
識
者
会
議
は
、

利
根
川
・
江
戸
川
有
識
者
会
議
規
約
等
（
以
下
「
規
約
等
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
同
省
関
東
地
方
整
備
局
長
が
、
「
利

根
川
水
系
利
根
川
・
江
戸
川
河
川
整
備
計
画
（
案
）
」
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十

七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
趣
旨
に
基
づ
き
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
意
見
を
聴
く
場
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
適

切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
規
約
等
に
基
づ
い
て
適
切
に
運
営
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。


